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第七次甲府市総合計画説明会 会議録（石田地区） 

日  時 令和８年４月２１日（火）午後７時００分～午後８時００分 

会  場 石田小学校体育館 

参 加 者 １１９名（市長等及び関係職員含む） 

次 第 1 市長説明 

2 意見交換 

3 地区からの挨拶 

意見交換記録 

質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ごみの不法投棄について 

当地区では、歴史ある美しい環境を後世に引き継ぐため、住

民一丸となってごみの分別回収や清掃活動に力を入れて取り組

んでいる。 

しかしながら、夜間の不法投棄や民間アパート・マンション

居住者のごみ出しルールの徹底不足、家電等の回収費用がかか

る物のポイ捨てが散見され、地域環境の悪化を懸念している。 

そこで、甲府市で実施中の「ごみを減らす運動」と連携して、

より効果的な対策を進めたいと考えているが、市と自治会が連

携した「美しいまちづくり」について、市の見解を伺いたい。 

 

石田地区の皆様方におかれましては、日頃よりごみの分別や

集積所の清掃活動等、地域の環境美化に多大なご協力をしてい

ただき感謝申し上げる。 

本市においては、「ごみ分別アプリ」の普及啓発や出前講座の

開催、また、今年度は、毎年全戸配布している、収集日や分別

方法を記載した地区別日程表を、分かりやすくリニューアルす

るなど、ごみの分別や適正排出に関する意識の醸成に努めてい

る。 

とりわけ、私ども環境部の「ごみへらし隊」による出前講座

については、２月下旬の石田地区の定例会の場でもＰＲをさせ

ていただいたが、大変分かりやすい講座と好評を得ているので、

引き続き、地域の皆様にもご活用いただきたいと考えている。 

本市ではこうした日頃からの取組と併せて、個別に自治会な

どからの情報提供により、職員による不法投棄対策のパトロー

ルや、アパート・マンションの管理会社等への指導、さらには、

必要に応じて各戸にチラシ等をポスティングするなど、随時の
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策も講じているが、ご質問をいただいた不法投棄等について

は、その都度ご連絡をいただき、地域の皆様と連携した対応に

努めるので、ご理解とご協力をお願いしたい。 

 

・市営団地の今後と人口増対策について 

当地区内には、南西団地と南西第二団地の計３３８戸の市営

団地がある。建築時には、家族連れの入居が多く、地区の活性

化に寄与していたが、現在は高齢化が進む中、外国籍の方も多

く入居し、コミュニケーションの問題も深刻化するとともに、

高層階の空き部屋の増加が顕著である。 

 また、地区内の石田小学校は各学年が１～２クラス、南西中

学校は各学年が２クラスとなっており、以前を知る世代からは

考えられないほど少子化が進んでいる。 

 こうした中、地区の活性化の観点からも、各団地におけるコ

ミュニケーションの促進策とともに、空き部屋の有効活用策な

どは当地区の人口増に寄与すると考えるが、市では当地区の人

口増対策についてどのように考えているのか伺いたい。 

 

現在市営住宅においては、高層階での空室の増加や地域コミ

ュニティの活性化が課題であると認識しており、子育て世帯等

の入居要件を緩和するなど、課題解決に向けて取り組んでいる。 

こうした中、外国人の入居に際しては、多言語の案内文をお

渡しし、自治会活動への参加についても丁寧な説明を行ってい

るところではあるが、団地住民との円滑なコミュニケーション

の促進策については、今後、自治会長等と意見交換をさせてい

ただきながら、他都市における取組事例も参考に検討していき

たい。 

一方で、人口減少対策については、市営住宅の空室の解消に

加え、移住・定住や新婚世帯を対象とした支援制度とともに、

一定の基準を満たした住宅への補助制度や、居住誘導区域内で

ある石田地区には空き家バンク制度の助成金を上乗せするな

ど、様々な取組を進めている。 

今後においても、南西団地及び南西第二団地の適正な管理と

ともに、人口減少は、本市全体の課題であることから、様々な

対策を講じる中で、石田地区の活性化にも寄与できるよう取り

組んでいく。 
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

 

 

 

・防災リーダーについて 

石田地区は、防災リーダー受講者は１５自治会で７１名であ

るが、高齢化しており、激甚災害が発生した場合を考えると、

防災リーダーが不足気味である。 

また、女性の防災リーダー受講者が非常に少ないのも課題で

ある。さらに最近では、女性の防災に関する要望事項が多く、

例えば、避難所運営訓練でも、女性がトイレや着替え、授乳に

不便を感じている。 

改善策として、自治会連合会単位で女性を含めた出前研修の

実施と、女性が避難生活に不便を感じないよう、設備の充実を

ご検討願いたい。 

 

本市では、「防災リーダー指導育成研修会」を開催する中で、

防災知識や技能を習得した人材の育成に努めているところであ

り、この研修会では、通常の育成研修に加え、災害時の避難所

運営に欠くことのできない女性の参画を視野に入れた「女性の

ための防災研修会」を開催し、地域の自助・共助を支える「防

災リーダー」の育成を推進している。 

ご要望の地区連合会単位での出前研修については、石田地区

自治会連合会の皆様の意向に沿った「防災に関する出前講座」

を開催し、地区の防災リーダーの育成につなげていきたいと考

えている。 

また、女性の視点に立った避難生活に必要な備蓄資機材の確

保については、これまでに配備した授乳室用テントや粉ミルク、

おむつなどに加え、今年度はトイレテントや妊産婦向けの衛生

用品などの備蓄を進め、更なる充実に努めていく。 

今後においても、避難所における良好な生活環境の確保に取

り組むとともに、地区自治会連合会の皆様と連携する中で、市

民の防災意識の醸成と防災活動への参加の促進に向けた地区研

修会の開催などにより、地域防災力の向上に努めていくので、

ご協力をお願いしたい。 

 

・交差点のポールについて 

 若尾スクラップ工場の交差点に、プラスチック製のポールが

設置されているが、歩行者の安全対策の観点から固いポールに
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まちづくり部

長 

 

樋口市長 

（まとめ） 

してもらうことは可能か。 

 

 山梨県等の情報を確認する中で、検討させていただく。 

 

 

 本日は、年度初めのお忙しい時間帯、お疲れの時間帯にお越

しいただきありがとうございました。 

 いただいたご質問・ご要望については、この場での回答で終

わりとするのではなく、進捗状況等を報告しながら対応させて

いただく。 

 私どもも庁内の仕事をＤＸによって効率化し、できる限り地

域に出ていろいろな意見交換をしたり、課題を共有したりでき

る市役所にしていきたいと考えているので、今後ともよろしく

お願いします。 

 

地区からの挨拶要旨 

石田地区自治

会連合会会長 

デジタル技術が進展し、ライフスタイルが変わっていく中、

今後１０年間のまちづくりの基本を市長から説明いただいた。

幸せを実感できる、希望ある未来を創り続けるまちづくりを大

きく進めていただきたいと思う。 

地域でできることはできるだけ地域でするが、最近は高齢化

も進み、役員の担い手不足など、課題はたくさんある。明るく

住みよいまちになることを祈念して、これからも自治会活動を

進めていくので、今後も市の支援・協力をお願いしたい。 

本日はありがとうございました。 

 

 


